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カ ピッッァ100年
伊 達 宗 行
やや旧聞 に属す るが、1994年は ロシアのP.L.Kapitzaの生誕100年に当 り、記念集会を開いて彼の
手がけた研究が其後どのよ うな発展を したかを論 じよう、とい う事で招待 を受 け、強磁場代表 としてモ
スクワを訪れた。ユネスコが支援 して くれた との事で今の ロシアとしてはそんなにみ じめなものではな
かったが、私がシ ョックを受けたのは30人程のセ ミナーは勿論、千人を越す内外人の参加で賑わったパー
テ ィで 日本入は私1人 だけ、 とい う事であった。本文を書 く動幾 もそこにある。最近では世界中 どこに
行 って も日本人が居る、と国際性の円熟度が言われるが、まだまだ皮相的ではないか、そ してカピッツ
ァが画いた極低温物理学の分野で リー ダーシップの取れる仕事は 日本から結局出なかったのか、そ して
ソ連崩壊以来、 日本人のロシアへの興味はさほどにまで減退 したのか、先端的な研究会には争 って出か
けて も回顧的な会 には冷たい、とい う底の浅さは変 っていないのではないか、など胸中を交々よぎった。
このセミナーの要旨は1994年12月号の ウスペー ヒーに出ているが、通俗的な レビュー としてプ リロー
ダ(自 然)の94年4月 号が面 白い。その年代記をたどりながら、意外 に知 られていない、この天才の足
跡 をたどって見る。13頁にわたる年代記 は写真 も多 く、私 もこれでは じめて彼の全体像をつかむ事 が出
来た。
彼は1894年、 クローソシュタットで軍需工場技師の父と教師で児童文学 と民俗学を学んだ母 との問に
生れた。 ロシア革命の前である。そ して1915年には衛生兵 として兵役 にも就いてお り1916年に最初の結
婚 をする。 しか し17年の革命で妻の父が銃殺され るなど、暗い影が迫って くる。そ して1919年の暮 から
20年にかけて猛戚 を振 ったスペイン風邪で妻 と生まれたばか りの長男、そ して父までをも失 った。暗黒
の時代である。その時彼はペテル グラー ド・ポ リテクニク研(後 の ヨッフエ研)に 講師 として在職 、原
子 ビームの磁場効果の研究を していた。1921年、 ヨツフエに伴われてイギリスに渡 りラザーフォー ド研
への留学 を果す。その時のエピソー ドは彼 らしい。 ラザーフォー ドは、「今留学生が30人も居 り、とて
も君を入れる余地 はない」 と言 う。カ ピッツアは 「先生の実験誤差はどれ くらいですか」と聞 く。意表
を突かれた教授は 「まあ3%だ 」 と答 える。すか さずカ ピッツアは 「私が入 って もその影響は先生の誤
差範囲である。なんとか入れてほ しい」 と言 う。教授はニガ笑いをしてOKを 出す。若い頃のカ ピッツ
ァは君子豹変型の、回転の非常に早 い才子だ った ようである。朝言 う事 と夕方に言 う事が違 うので部下
は困ったということを当時の学生が言 ってい る。教授は、当時不明だったアル ファ粒子の質量を決定せ
よと言 う。当時の1テ スラ程度の磁場では無理だ った。彼はバ ッテ リーをつなぎショー トさせ ることで
7,5テスラのパルス磁場 を作 り、 ウイル ソソ霧箱の中で曲 りを明確に見出 した。1922年、あっという間
の成果 である。す ぐに彼はバ ッテ リーを発電機 に変え、30テスラを越える磁場を作 り、物性研究 を始め
る、1923年の完成、 ビスマスの磁気抵抗の発見は これで出された。 しか し彼は当時の技術では強磁場科
学はこれまで、と見切 りをつけたのである。そ して極低温 に移 った。新液化機 を発明 し、キャベンディッ
シュ研 を離れてモン ドラボを作 り、その所長に、 とい う所で ソ連旅行中に秘密警察にパスポー トを盗ま
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れ、英国に帰れな くなる。 ソ連の強力な意志が働いたのである。なお、彼は1927年、終生の夫人となっ
たアンナと結婚 している。 ここで紙数 が尽 きたので以下は略する。
再び100年セ レモニーにもどろう。6月 の ロシアは トーパ リの綿毛が飛ぶ時期である。道 には残雪の
ように降 りつもり、風下に立つとそれが吹雪のよ うに顔を打つのに一驚 した。そ して再会 した90才を越
す アソナ夫人、その手は水のように冷たか った。 また、オーガナイザーのボロビ ック ・ロマ ノブ教授 も
共 に今は亡い。老人の くり言はいつも同 じである。 この辺で筆を置 く。
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